
もみじ狩り 看多機では、金木犀薫る緑が丘公園へ 

紅葉狩りに出かけました。赤く美しく色づいた紅葉を 

両手に、満面の笑みを浮かべ、写真に納まる姿は 

まるで幼少期にﾀｲﾑｽﾘｯﾌﾟしているようでした。公園 

を周遊したり、ｸﾞﾗﾝﾄﾞで遊ぶ子どもを一生懸命応援 

したり、日光浴をしたり、皆、思い思いに楽しい時間 

を過ごしました。  看護小規模多機能ホーム 

きらら摂津峡 大宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年最後の消防訓練  10月 2日厨房から出火の想 

定で消防訓練を行いました。入居者、利用者様の ADL（日常生活動作）に合わせ、自力での避難が 

難しい方もスタッフの誘導で安全に避難する事が出来ました。御協力を頂いた皆様、ありがとうござい 

ました。来年度も、何卒よろしくお願い致します。  看護小規模多機能ホームきらら摂津峡 松江 

 

 

 

ハロウィン週間  今年は 10月 25日～31日をﾊﾛｳｨﾝ週間と 

名付け、おやつﾚｸ・仮装の写真撮影・ﾋﾞﾝｺﾞｹﾞｰﾑやﾊﾛｳｨﾝ体操 

等を行いました。徐々に盛り上がり、最終日は朝から顔にｼｰﾙを 

貼ったり、お面をつけ、楽しみました。いつもはﾀﾞﾝﾃﾞｨな男性陣 

もお面やﾏﾝﾄをつけﾊﾛｳｨﾝ一色に。女性陣はﾏﾆｭｷｭｱを塗ると 

一気に乙女になられ「キレイ」と皆様で見せ合っておられました。 

利用者様からは「楽しかった」とのお言葉もいただき、楽しい 

1週間となりました。 きららデイサービス 安原 
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お誕生日会 10 月、K 様と M 様の

お誕生日をお祝いしました。「歳は

とりたくないな〜」と笑いつつ、歌や

ﾒｯｾｰｼﾞ、手作りｹｰｷに笑顔がこぼ

れました。これからもお元気で！ 

グループホームきらら 桑田 

 

 

ボランティアさん、ありがとう 
  造園さん、職員さん、利用者 

さんで景観を守られているきらら 

摂津峡の庭。今日は高槻生協さ 

んの折り込みを見ていただいた 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱさんが来て下さいまし 

た。秋の陽光の中、草の名前を 

調べながら、小さな草まで取っ 

ていただきました。    松永 
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お力添えありがとうございました！  地域の方からお芋と西瓜模様の手
作りオセロを頂戴しました。市販品は駒が薄く、ひっくり返すのが難しい事

もありますが、こちらはペットボトルのキャップで作られており、使い勝手が

良く、利用者様も「楽しいわぁ」と喜ばれています。心のこもったお品を頂戴

し有難うございました。大切に使わせて頂いております。 この 1年も利用

者様、地域の皆様に支えていただきました事、心より感謝申し上げます。 

2026年も皆様のお越しをお待ちしております。 

街かどデイハウスきららの家 浦・池田・高尾 

 

 

 

 

 

 

 
 

ハロウィンお茶会開催 中庭で季節の移ろいを 

感じながら、歌や体操で盛り上がりました。ｽﾀｯﾌ 

手作りのおやつが好評で、皆様「美味しい！」と 

召し上がられていました。今年も有難うございまし 

た。   グループホームきらら摂津峡  加藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪・関西万博で働きました！ きらら送迎担当の北岡です。みなさん、万博にはご来場されましたでしょうか。実は、私は万博
で働いていました。私がいたのは、ｺﾓﾝｽﾞ D 館。世界各地域から 25 の国がブースを展開する共同パビリオンです。各国ブースの

アテンダントとして、展示物の説明、通訳、安全管理などを参加国の方々と二人三脚で行う仕事です。毎回担当するブース（国）が

変わるため、25 の国について国土、文化、経済、観光などを勉強する必要がありました。しかし、海外旅行好きの私にとって、参加

国スタッフから、直接話しが聞けることも含め、この作業は大変楽しいものでした。ちなみに参加国は、アンティグア・バブーダ（ｶﾘﾌﾞ

海）、ベリーズ（中南米）、サントメ・プリンシペ（ｱﾌﾘｶ）、ブータン（ｱｼﾞｱ）、マーシャル諸島（太平洋）、･･･など、失礼かもしれません

が、初めて知った国も幾つかありました。ｺﾓﾝｽﾞ D 館には、私を含め様々な経歴の 20～60歳代男女約 100 名が採用されていて、

彼らとの交流も私にとって、ちょっとした異文化体験でした。 万博開催当初は、来場者数も多くなく、まだ展示物が届いていない
国のブースもありました。しかし、中盤以降はどの国も（あふれんばかりの）展示物が整い、ご来場者の数もうなぎ上りに増えて大盛

況の状態になりました。どれだけお客様に各 

国の魅力をお伝えできたか「？」ではありま 

すが、万博は私にとって、様々な『異文化』を 

体験できた特別な機会になりました。この経験 

を今後の仕事や趣味（海外旅行）に活かせれ 

ばと思っています。    北岡 賢治 
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